
補助事業番号  24-4-15 

補助事業名    平成２４年度（復興支援）被災者支援拠点づくり活動補助事業 

補助事業者名 特定非営利法人コミュニティ・コーディネーターズ・タンク 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

昨年度設置した拠点「復興支援センター小名浜」を軸に、人と人が対話し支え合いのきっ

かけとなる場づくりと連携づくりに取り組む。  

１．復興支援センター小名浜を拠点に行政区を超えた県外支援のネットワーク形成をすすめ

る。 

２．原発事故被災者が思いを語るテーマ型サロン「円居の場」を開催して、メンタルなサポ

ートを行う。  

３．県外避難者といわき市民との交流を進める。 

（２）実施内容 

 ① 3.11被災者を支援するいわき連絡協議会（通称：みんぷく）参画 

 

 ② テーマ型サロン「円居の場」の開催 

＊円居の場は、NPO法人CoCoTが、「震災を経て表面化した問題、震災からの再生といったテーマを、

関心のある者たち同志が集まって、語り、聴き、考え、表現していく場」である。 

〇「円居の場（まどいのば）」第1弾「3.11震災後の暮らしを考える若者たちの集い」 

日時：平成２４年８月１２日（日） １３:００～１６:００ （開場１２:４０） 

場所：まつど市民活動サポートセンター 大会議室 

内容：今後、様々な切り口から、震災関連のテーマを扱っていく。 

＊ゲストの三原由起子さん、新妻孔太さんは、ＰＲＡＹＬＩＦＥ というふくしまの声を紡ぐ活

動をしてきた双葉郡出身のかた。 

＊東日本大震災・福島第一原発事故と向き合い、生きていく。FUKUSHIMA発のＰＲＡＹＬＩＦＥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

http://praylife.net/


〇円居の場 in松戸『被災者・避難者・支援者の枠組み を越えて語り合おう』を 

日時：平成２４年１２月１７日(月) １１：３０～１３：３０ 

場所：松戸市矢切「蔵のギャラリー・喫茶 結花」 

内容：南相馬市からの避難中の高田恵子さんを囲んで、８名の参加者とスタッフで大きなテ

ーブルを囲み、震災・原発事故後の暮らしの中で日々感 じている ことを語りあいまし

た。ランチの後は、紙粘土やビーズを使ってそれぞれの思いを表現し、順番に発表しま

した。皆で輪になっていただいた結花さん特製ミニラ ンチ、おいしさは格別でした。 

12 月 17 日 円居の場 in まつど 第 2 回 

 「被災者・避難者・支援者の枠組みを越えて語り合おう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 



〇小池博史ブリッジプロジェクト「自分再発見」ワークショップ   

日時：平成２５年 ３月２９日（金） １９:３０～２０:４５  

３月３０日（土） １０:００～１７:００  

３月３１日（日） １０:００～１５:００  

場所：南相馬市 銘醸館（一番蔵） 

内容：「自分再発見」ワークショップは、スロームーブメント（注：小物を拾い上げ再び戻す

といった動作を日常の１/１００以上のゆっくりとしたスピードで行ったり、非常にゆ

っくりと歩くなどを行う）などを通して、私たち自身の“からだ”に気づき、その“か

らだ”を通して再び自分自身と、 自分を包んでいる世界との関係を見つめ直す。共に、

自分らしさを再認識するためのワークショップ。 

http://npo-cocot.com/ (URL) 

3 月 29 日～31 日 円居 in 南相馬 

 小池博史ブリッジプロジェクト「自分再発見」ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

http://npo-cocot.com/


〇円居の場 inいわき第 3回 

日時：平成２５年 ７月１７日１９:００～２２:００  

場所：もりたか屋アートスタジオ内 CoCoTの森   

内容：「いわき七夕祭りをテーマに課題解決型のファシリテーション手法を学ぶ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

         

 

 

２ 予想される事業実施効果 

２３年度設置した復興支援センター小名浜は、直接的な労力支援の段階過ぎたので団体支

援に特化してほしいというニーズに応え、地元商店と企業の支援を受けていわき駅前に移転

してした。支援団体をサポートする相談業務を中心に、情報収集と情報発信、およびそれを

必要な人に手渡すマッチング機能と、地域の多様な主体を巻き込んでの相乗的な効果を狙っ

たコーディネーションを行える拠点「ポートカフェCoCoTの森」として運営している。  

駅前に移転するに当たり、いわき市市民協働課に、団体の力づけや人材育成を目指したも

のの広報や情報提供の協力を依頼した。またいわき市社会福祉協議会ボランティア活動セン

ターと協議し、民間中間支援組織として、ＮＰＯ立ち上げ支援や企業・団体間のコラボレー

ション、福祉分野外のテーマが特化した団体情報の提供などを主な相談業務とし、互いにす

み分けて連携を強化することにした。今後は、地域の多様な立場の人々が集い、協働の方策

を模索する協働プラットフォームとして機能することになる。 

 

 

  



３ 本事業により作成した印刷物等 

活動がうまれる「場」をつくる  ‐復興につながる場づくりの記録-   

⇒ http://npo-cocot.com/topix1.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 特定非営利法人コミュニティ.コーディネーターズ・タンク  

住   所： 〒271-0092 

千葉県松戸市松戸２０５０ 

代 表 者： 代表理事 川瀬 裕思（カワセ ユウジ） 

電 話 番 号： 047-366-8909 

F A X： 047-369-7445 

E - m a i l： contact＠npo-cocot.com    

Ｕ Ｒ Ｌ： http://npo-cocot.com/ 

http://npo-cocot.com/topix1.html
mailto:contact＠npo-cocot.com
http://npo-cocot.com/

